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心
房
細
動
に
つ
い
て

不
整
脈
に
つ
い
て

不
整
脈
は
字
の
と
お
り
、
脈
が
乱
れ
る

病
気
、つ
ま
り
心
臓
の
リ
ズ
ム
の
異
常
で
す
。

命
に
関
わ
る
も
の
か
ら
、
治
療
不
要
の
も
の

ま
で
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
今
日
は

そ
の
中
で
も
頻
度
の
多
い
心
房
細
動
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

心
房
細
動
と
は

正
常
な
心
臓
は
、
安
静
時
に
規
則
的
に

1
分
間
で
60
～
１
０
０
回
拍
動
し
ま
す
。
通

常
、
心
房
と
い
う
部
屋
か
ら
心
室
へ
規
則
的

に
電
気
は
流
れ
ま
す
が
、
心
房
細
動
に
な
る

と
脈
が
乱
れ
、
不
規
則
に
拍
動
し
ま
す
。

高
齢
に
な
る
ほ
ど
発
症
率
は
上
が
り
、

80
歳
以
上
で
は
約
10
人
に
１
人
は
心
房
細

動
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
に

伴
い
、
患
者
数
は
現
在
の
約
80
万
人
か
ら
、

２
０
３
０
年
に
は
１
０
０
万
人
を
突
破
す
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
心
房
細
動
は
健
康

な
方
で
も
発
症
し
ま
す
が
、
高
血
圧
、
糖

尿
病
、
心
臓
病
、
慢
性
肺
疾
患
の
あ
る
方

は
発
症
し
や
す
く
、
ま
た
ア
ル
コ
ー
ル
や
カ

フ
ェ
イ
ン
の
過
剰
摂
取
、
睡
眠
不
足
、
精
神

的
ス
ト
レ
ス
時
に
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
心
房
細
動
自
体
は
命
に
関
わ
る
不
整
脈

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
動
悸
、
息
切
れ
、
疲

れ
や
す
い
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、
ま
た
脳
梗

塞
の
発
症
率
が
高
く
な
る
た
め
適
切
な
治

療
が
必
要
で
す
。
人
に
よ
っ
て
は
全
く
症
状

が
な
く
、
長
い
間
気
付
か
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

心
房
細
動
の
合
併
症

頻
脈
（
心
拍
数
が
高
い
状
態
）
が
長
く
続

く
と
心
臓
の
収
縮
能
が
低
下
し
心
不
全
を
引

き
お
こ
す
事
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
徐
脈
（
心

拍
数
が
低
い
状
態
）
に
な
る
と
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
が
必
要
と
な
る
事
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

心
房
細
動
中
は
心
房
収
縮
が
不
規
則
な
た

め
、
血
液
の
流
れ
が
う
っ
滞
（
血
液
が
上
手

に
流
れ
ず
留
ま
っ
て
し
ま
う
状
態
）
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
心
房
内
に
血
栓
（
血
液
の

固
ま
り
）
が
で
き
や
す
い
状
態
と
な
り
ま
す
。

血
栓
が
流
れ
、
脳
の
血
管
に
つ
ま
る
と
脳

梗
塞
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
脳
梗
塞
の
約

30
％
は
心
房
細
動
が
原
因
で
す
。

治
療

①
リ
ズ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

抗
不
整
脈
薬
や
胸
部
に
直
流
通
電
を
行
い

（
電
気
的
除
細
動
）、
リ
ズ
ム
を
正
常
に
戻
す

治
療
で
す
。
心
房
細
動
に
伴
う
症
状
を
消
失

さ
せ
、
心
臓
収
縮
力
の
低
下
や
脳
梗
塞
な
ど

の
合
併
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
正
常

リ
ズ
ム
に
戻
せ
な
い
場
合
や
、
一
旦
正
常
に

な
っ
て
も
心
房
細
動
が
再
発
し
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

②
脈
拍
数
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

頻
脈
を
放
置
す
る
と
心
臓
の
収
縮
機
能

が
弱
く
な
り
ま
す
。
心
房
細
動
が
続
い
て
い

て
も
薬
に
よ
り
適
正
な
脈
拍
数
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
臓
を
保
護
し
、

症
状
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
血
栓
塞
栓
症
の
予
防

血
栓
形
成
を
防
い
で
脳
梗
塞
な
ど
を
予

防
す
る
た
め
に
、
心
房
細
動
の
患
者
さ
ん
の

多
く
は
他
の
治
療
と
と
も
に
抗
血
栓
薬
で
の

治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。
従
来
か
ら
用
い
ら
れ

て
い
る
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
は
必
要
量
に
個
人
差

が
あ
り
、
他
の
薬
剤
や
食
事
に
影
響
さ
れ
る

た
め
、
適
正
な
量
を
決
め
る
た
め
に
受
診
の

度
に
血
液
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、
食
事
制
限
の
な
い
新
規
抗
凝
固

薬
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
使
用
数
も

こ
こ
数
年
で
飛
躍
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

④
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

心
房
細
動
は
、
肺
静
脈
と
い
う
血
管
に
発

生
し
た
異
常
な
電
気
が
心
房
に
伝
わ
る
こ
と

が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
異
常
な

電
気
興
奮
が
左
房
に
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に

カ
テ
ー
テ
ル
で
左
房
と
肺
静
脈
の
接
合
部
を

焼
灼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
治
療
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

カ
テ
ー
テ
ル
は
、
足
の
付
け
根
の
血
管
に

挿
入
し
心
臓
ま
で
進
め
ま
す
。
薬
物
療
法
が

効
果
な
く
、
症
状
の
あ
る
方
に
行
わ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
で
も
治
療
適
応
と
な
る
事
が

　
問
合
先
　
市
民
病
院
（
☎
76
・
４
１
３
１
）

▲循環器内科医長　
　許
きょ
　聖
せいふく
服

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
募
集

対
象　
社
会
福
祉
士
資
格
取
得
者
で
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
経
験
が
あ

る
方

人
員　
２
人
程
度

試
験　
市
民
病
院　
２
階
小
会
議
室

・
１
次
試
験
（
１
月
10
日
㈯
午
前
８
時

30
分
～
）、
教
養
試
験
（
択
一
式
）、
適

性
検
査
、
作
文

・
２
次
試
験
（
１
月
下
旬
）
面
接

※
採
用
内
定
者
に
つ
い
て
は
、
後
日
健
康

診
断
を
実
施
し
ま
す
。

採
用　
平
成
27
年
４
月
１
日

申
込
み　
12
月
25
日
㈭（
必
着
）ま
で
に
、

郵
送
ま
た
は
直
接
病
院
総
務
課

（
〒
４
８
５・８
５
２
０
住
所
不
要
）

あ
り
ま
す
。
外
科
的
に
胸
部
を
開
き
心
臓
を

切
開
・
縫
合
す
る
メ
イ
ズ
手
術
は
、
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
含
め
た
他
の
治
療
が
無
効
な
方
や
、

弁
膜
症
な
ど
の
心
臓
疾
患
の
手
術
を
受
け
る

方
に
行
わ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

心
房
細
動
は
適
切
な
脳
梗
塞
の
予
防
が
必

要
に
な
る
た
め
、
正
確
な
不
整
脈
の
診
断
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
自
覚
症
状
が
強
い

場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く

脈
の
乱
れ
だ
け
が
気
に
な
る
場
合
で
も
一
度

循
環
器
内
科
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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